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にネットワークは、専用線、パケッ

ト交換、IPというように、10年単

位で新しい技術により大きく進化し

てきており、企業向けネットワーク

サービスはこの 10年間で、イーサ

ネットサービスやIP-VPNサービス

へ大きくシフトするとともに、ブロ

ードバンド環境がほぼ100％浸透し

ました。そういった観点から見ると、

2010年はまた新しい ICT／ネット

ワーク環境の始まりの年になるので

はないかと考えています。

－それはどのようなものですか。

原 私は、ブロードバンドの普及、

コンピュータシステムの高機能化・

仮想化技術、ネットワークの広帯域

化・モバイルとの融合によって、ク

ラウド化（融合）が進展してきてい

ると考えています。30年前のメイ

－はじめに、法人向けビジネスネ

ットワークサービスの最近のトレン

ドや貴事業部を取り巻く市場環境か

らお聞かせください。

原 私は 1980年の入社ですから、

今年でちょうど 30年になります。

1980年代、コンピュータシステム

はメインフレーム、ネットワークは

一般専用線が中心でした。1990年

代に入ってからは、ネットワークは

高速ディジタル、フレームリレー、

ATMなどパケット交換技術を用い

たサービスが開始されました。ネッ

トワークの高速化に伴い、コンピュ

ータシステムはクライアント／サー

バシステムのような分散型のコンピ

ュータシステムが主流を占めるよう

になってきました。そして 2000年

代に入ると、ネットワークの IP化

が急速に加速し始めました。まさに、

この20～30年でコンピュータシス

テムとネットワークは相互に影響し

あいながら発展してきています。特
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インタビュー

NTTコミュニケーションズにおいて、各種ネットワークサービスをはじめ企業向
けにICT環境を提供するためのサービス企画、開発、設計、マーケティング等を行
うビジネスネットワークサービス事業部。“あらゆるものをユビキタスにつなぐサ
ービス・環境の実現”をコンセプトに、新たな市場・ビジネスの創出に注力する同
事業部の取組みについて、原隆一事業部長にうかがった。
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・最近の20～30年で、コンピュータシステムとネットワークは、相互に影響・発展 
・ブロードバンドの普及、仮想化・分散処理技術の高度化により、融合が進展 
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図1 市場環境 －ICT/ネットワークの変遷－

―はじめに、企業向けビジネスネッ

トワークサービスの最近のトレンド

や貴事業部を取り巻く市場環境から

お聞かせください。
―それはどのようなものですか。
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ンフレームの時代も、遠隔地にある

大型コンピュータシステムをネット

ワークを介して利用するということ

で、ある種のクラウドコンピューテ

ィング環境が既に存在していたと思

います。違うのは、コンピュータの

性能もネットワークの速度も、今と

は比べものにならなかったというこ

とです。この 30年でのコンピュー

タシステムおよびネットワーク技術

の進展によって、クラウド環境のパ

フォーマンスは飛躍的に向上してき

ています。

－クラウド時代に求められるネッ

トワークについては、どのようにお

考えですか。

原 さらなる高速化と信頼性、そし

てネットワークを含めたシステム全

体のセキュリティ強化、さらには遅

延を最小限に抑えるネットワークで

あることが必要です。

－クラウドという新しいICT／ネ

ットワーク環境の到来を踏まえ、

2010年はどのような施策を推進さ

れるお考えですか。

原 2010年は、次の10年のスター

トの年であり、いよいよ本格的なク

ラウド、すなわち仮想ネットワーク

の時代に突入したと捉えています。

そのような市場環境に対し、仮想ネ

ットワークを駆使し、人の数やアプ

リケーションの数、さらに使用目的

に応じてネットワークをオーバーレ

イしていけば良いと思いますが、品

質を決定するのはやはり物理ネット

ワークです。した

がって、これまで

キャリアとして構

築してきたイーサ

専用線、e-VLAN、

IP-VPNといった物

理ネットワークと、

新たな仮想ネット

ワークを上手く組

み合わせて、シームレスに運用し提

供していくことが、新しい 10年の

私どもの事業領域だと認識していま

す。もちろん物理レイヤと仮想レイ

ヤをシームレスにオペレーションす

るためには、仕掛けとノウハウが必

要であり、それはネットワークオペ

レーティングカンパニーである

NTTコミュニケーションズ（以下、

NTT Com）の他社には真似のでき

ない大きな強みです。これらの強み

を活かし、2010年から始まる新し

い 10年の ICT／ネットワーク環境

を創造することが私どもの使命で

す。そのスタートの年である 2010

年の事業戦略として、次の 10年に

向けて大きく３つの柱からなる施策

を推進していきます。

まず１つ目は、企業向けネットワ

ークサービスのリニューアルによる

競争力強化です。具体的には、新た

なサービスグランドデザインに基づ

き、現在の物理ネットワークをより

シンプルなサービスへ再構築しま

す。現在のネットワークサービスは、

アクセス系を含めるとメニューが非

常に多くて、お客様からは分かり難

い印象があります。これをよりシン

プルにすることで、SO（サービス

オーダー）やデリバリーなどのオペ

レーション、さらには、営業やマー

ケティング体制もシンプルかつ効率

化でき、価格競争力も強化すること

ができます。

２つ目は、NTT Comならではの

BizCITY・ユビキタスサービスを

推進し、新規事業領域を開拓するこ

とです。BizCITY・ユビキタスサ

ービスは、お客様がお持ちの既存の

ICT環境と新たなクラウドコンピュ

ーティング環境をシームレスにつな

げるサービスです。固定・モバイ

ル・VPN等を含むあらゆる物理ネ

ットワークを介し、キャリアフリー

かつデバイスフリーのセキュアなク

ラウドコンピューティング環境を提

供します。ユビキタス環境に必須な

機能として、認証・ ID管理、シン

クライアント（WebOS）、ストレー

ジ、プレゼンス、VoIP等の機能は、

１つのサービスとして提供すること

を考えています。また、パートナー

と連携し、ユビキタスな環境上で

SaaSアプリケーションを提供して

いきます。

３つ目は、アクセス、ネットワー

クさらにBizCITYまで、サービス

トータルでのシームレスでワンスト
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　   1. 企業向けネットワークサービスのリニューアルによる 
競争力強化 

2. BizCITY・ユビキタスサービスの推進による 
新規事業展開 

3. サービストータルでのシームレス・ワンストップな 
オペレーションを確立し高品質なサービスを提供 

図2 事業戦略の3本柱

―クラウド時代に求められるネット

ワークについては、どのようにお考

えですか。

―クラウドという新しいICT／ネッ

トワーク環境の到来を踏まえ、2010

年はどのような施策を推進されるお

考えですか。
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ド＆ユビキタ

スという言葉

が喧伝され始

め ま し た が 、

十数年経った

今、ブロード

バンド環境は

整いましたが、

まだあらゆる

ものをつなぐ

というユビキ

タス環境は実現されていません。あ

らゆるものをつなぐということは、

物理ネットワークと仮想ネットワー

クからなるユビキタスなクラウド環

境そのものだと思っています。人の

数、アプリケーションの数、機器の

数、用途の数だけ等々、目的に応じ

て無限に広がる安全でユビキタスな

ネットワークを利用できる環境を実

現することにより、新たな市場・ビ

ジネスの創出が可能になります。私

は、あらゆるものがつながる環境・

サービスを実現することで、これま

でにないビジネスモデルが創造でき

ると考えています。

あらゆるものをつなぐという観点

では、おそらく今はまだ世の中の

数％しかつながっておらず、残りの

90数％がつながるのはこれからで

す。その意味では、我々は新しい

10年を創造する非常に面白い時期

に直面していると言えます。

－非常にやり甲斐のある仕事に従

事できる喜びがありますね。

原 そうですね。なかなか次の 10

年を創るという仕事はできないです

からね。せっかくの機会だからこそ、

社員一人ひとりが思う存分仕事を楽

しんでほしいと思います。ただし、

お客様のためにスピード感を持って

展開していく必要があるため、決め

たことをすぐに実行し、もしそれが

間違っていたら躊躇なく修正する。

このサイクルを上手く回していくこ

とが重要です。

－最後に、ユビキタスなクラウド

環境実現のマイルストーンと、今後

のビジネスの抱負についてお聞かせ

ください。

原 あらゆるものを安全につなぐユ

ビキタスなクラウド環境は、3年程

度ですべて作り上げたいと考えてい

ます。この環境を利用するプレイヤ

ーは数多くでてくると思いますし、

そういったプレイヤーをNTT Com

の法人ユーザーとつなぎ合わせて

いくことがサービスだと考えてい

ます。

クラウド環境をグローバルに実現

することにより、今以上にネットワ

ーク上で様々な経済活動が活溌に展

開されるようになります。このB to

B to Cの経済活動の例え1％でもネ

ットワークサービスの収入として積

み上げられることを考えると、現在

の国内電気通信市場約 20兆円をは

るかに超える規模になり得る可能性

があります。これがこれからの 10

年で我々が目指すマーケットの大き

さだと考えており、ここを目指して

先陣を切って走っていきたいと思い

ます。

－本日は有り難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）

ップなオペレーションを確立し、高

品質なサービスを提供することで

す。私は、「つなぎ続ける」「切れた

ら直ぐにつなぎ直す」という日々の

オペレーションがネットワークサー

ビスそのものであり、最初はお客様

に見えませんが、実際に使い続けて

いただく中で非常によく分かってい

ただけるものだと考えています。

－今年から始まる新しい 10年の

事業ビジョンとして、どのようなこ

とをお考えですか。

原 前述したように、ブロードバン

ド環境が整った今、次の 10年に向

けてICT／ネットワーク環境を革新

し、新しいマーケットを創出するこ

とが私どもの仕事です。私は、次の

10年に向けた事業ビジョンとして

“あらゆるものをユビキタスにつな

ぐ環境・サービスの実現”を掲げて

います。2010年に向けたNTT Com

の中期ビジョンを策定した際のキー

ワードが、“あらゆるものをつなぐ”

でした。十数年前にブロードバン
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あらゆるものをユビキタスにつなぐサービス・環境を実現し 

新たな市場・ビジネスを創出 

　 1.高セキュリティ・高信頼なクラウド環境を実現する「BizCITYサービス基盤」を構築し  
法人向けビジネスを展開 

　　 　　　 
「BizCITYサービス基盤」上で、クラウドサービスをワンストップで提供する 

とともに、アプリケーションパートナーと連携し、サービスを拡充 

　　 　　 

　　 　　　 

仮想ネットワークにより、セキュアにデバイスフリー、キャリア・ネットワークフリー 
のユビキタスなビジネス環境を実現 

          　 

様々なサービスを同じインタフェースで受けることができる 

　 

2.仮想ネットワークを拡充・発展させ、物理ネットワークに依存せず、あらゆるものを 

つないで、無限に広がる仮想ネットワークの新たなマーケットを、様々なパートナー 
とのサービス共創により、創出する 

ユビキタスサービスにより目指すもの 

図3 BizCITY・ユビキタスサービスの推進
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ビジネスの抱負についてお聞かせく
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